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６
　
遺
跡
の
年
代
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世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
之
官
遺
跡
は
、
桜
井
市
の
中
心

・
桜
井
駅
か
ら
南
方
約

一
・
五
血
、
寺
川

の
左
岸
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。
飛
鳥
か
ら
山
田
道
を
経
て
東
国

へ
ぬ

け
る
街
道
筋
に
位
置
し
、
メ
ス

リ
山
古
墳
の
北
二
〇
〇
ｍ
、
卿

墓
古
墳
の
東

一
五
〇
ｍ
に
あ
た

る
。
遺
跡
の
立
地
は
、
南

・
北

ｏ
西
が
ふ
さ
が
れ
た
地
形
で
、

東
は
寺
川
Ｇ
万
葉
集
』
に
み
え
る

倉
椅
川
）
に
面
し
、　
対
岸
に
や

や
広
い
平
野
を
持
つ
。
寺
川
に

舌
状
に
伸
び
る
花
闘
岩
風
化
土

の
上
に
、
東
西
約
六
〇
を
七
〇
ｍ
・
南
北
約

一
〇
〇
ｍ
の
範
囲
で
、
掘
立
柱
建

物

・
柵

・
石
溝

・
素
掘
溝
等
が
作
ら
れ
て
お
り
、
飛
鳥
時
代
初
頭
の
居
館
遺
構

を
構
成
し
て
い
る
。
海
抜
高
は
約

一
〇
〇
ｍ
で
あ
る
。

上
之
官
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
桜
井
南
部
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も

な
う
も
の
で
、　
一
九
八
六
年

一
一
月
か
ら
試
掘
調
査
を
開
始
し
、
遺
構
群
の
検

出
に
と
も
な
い
、
今
ま
で
五
次
に
わ
た
る
調
査
を
実
施
し
た
。

第
五
次
調
査
の
結
果
、
四
面
庇
付
大
型
建
物
の
西
二
〇
ｍ
の
、
や
や
傾
斜
し

た
低
地
か
ら
、
直
径
六
ｍ
の
半
円
形
の
石
溝
が
検
出
さ
れ
、
石
溝
に
囲
ま
れ
た

内
側
か
ら
、
長
さ
二

・
六
ｍ
、
幅

一
・
五
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
の
方
形
の
石
積

み
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
方
形
石
積
み
遺
構
の
低
い
側

（北
東
部
）
か
ら
は
、

排
水
濤
状
の
石
濤
が
北
東
側
に
の
び
、
第

一
次
調
査
で
検
出
し
て
い
た
石
溝
に

つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
半
円
形
の
外
護
状
石
溝
を
と
も
な
う

方
形
石
積
み
遺
構
が
あ
り
、
そ
の
排
水
溝
が
約
五
〇
ｍ
北
ま
で
伸
び
て
い
た
わ

け
で
、
ま
さ
に
園
池
遺
構
七
呼
ぶ
べ
き
特
殊
な
庭
園
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
す
な
わ
ち
、
上
之
官
遺
跡
の
六
世
紀
末
？
七
世
紀
初
頭
期
に
は
、
主
殿
と

み
ら
れ
る
四
面
庇
付
大
型
掘
立
柱
建
物
、
脇
殿
と
み
ら
れ
る
東
西
棟
の
長
廊
建

物
、
そ
し
て
庭
園
遺
構

・
祭
祀
遺
構
、
そ
れ
ら
を
取
り
囲
む
柵
列
や
門
状
遺
構

が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
格
式
の
上
か
ら
も
、
規
模

。
構
造
の
上
か
ら
も
、
貴
族
の

邸
宅
と
し
て
お
か
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
の
量
は
多
く
い
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約

一
五
〇
箱
ほ
ど
出
て
い
る
。

内
容
的
に
は
須
恵
器

・
土
師
器
が
大
半
を
占
め
る
が
、
石
積
み
遺
構
や
石
溝
か

上え
之の

宮ぞ
遺
跡

(桜井・吉野山)



ら
木
片

・
木
製
品
も
数
多
く
出
上
し
た
ゃ
主
な
も
の
に
、
横
櫛

・
糸
巻

。
斎
串

形

・
琴
柱
形

・
刀
子
形

・
蔦
形
等
の
木
製
品
、
ベ
ッ
コ
ウ
片
等
と
と
も
に
、
松

明
と
み
ら
れ
る
焦
げ
つ
き
の
残
る
棒
状
製
品
が
多
い
。
ま
た
、
遺
跡
全
体
か
ら

桃
核
が
出
土
し
て
お
り
、
ク
ル
ミ
・
ク
リ

・
ウ
メ
・
ゥ
リ

・
コ
メ
・
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
等
の
食
用
植
物
の
核

・
皮
等
が
石
積
み
遺
構
や
石
溝
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

園
池
遺
構
埋
没
後
に
、
多
量
の
上
器
が
そ
の
上
に
棄
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
は
、
ガ
ラ
ス
玉
鋳
型

。
ル
ツ
ボ

・
ガ
ラ
ス
淳
が
あ
り
、
付
近
に
ガ
ラ
ス
エ

一房
の
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔金
ヵ
〕

ω

　

別
□
塗
銀
□
其
項
□
頭
刀
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ盟

木
簡
は
、
石
積
み
遺
構
内
の
、
底
よ
り
二
〇
伽
ま
で
の
泥
を
す
べ
て
持
ち
帰

り
、
水
洗
し
た
結
果
、
八
片
に
別
れ
た
状
態
で
検
出
し
た
。
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
の
橋
本
義
則
氏
に
よ
り
、
す
べ
て
接
合
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。　
ご

一

文
字
の
う
ち
三
文
字
が
解
読
し
に
く
い
が
、
二
番
目
は

「金
」
か
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
明
ら
か
に
削
り
取

っ
た
破
片
で
、
こ
の
左
右
に
も
文
章
が
存
在
し
た

こ
と
は
、
両
側
に
墨
痕
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、

前
に
何
か
の
文
章
、
た
と
え
ば
刀
に
関
す
る
文
章
が
あ
り
、
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ

い
て

「別
に
、
金
塗
銀
経
↑
し
で
、
其
頂
（？
）
が
□
頭
の
刀
を
十
本
」
等
の
意

味
を
持
つ
木
簡
で
は
な
か
ろ
う
か
。
全
長

一
八
三
剛
・
幅

一
八
皿
・
厚
み
二
皿

で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
釈
文
は
、
京
都
教
育
大
学
和
田
率
氏
の
釈
読
に
、
補
足
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

桜
井
市
文
化
財
協
会

『
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）


